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はじめに
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

これらの場所を見たことはありますか？
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

これらはすべてアニメ作品のロケ地です！



アニメ聖地巡礼とは 6

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ聖地巡礼とは、アニメ作品のロケ地等の場所を訪ねること。

Okamoto（2009）

出所：「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」出所：「ラブライブ！」 出所：「君の名は。」



巡礼動機は何？ 7

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

Ono et al.（2020）

アニメファンは、アニメファン同士での交流や、現地人との交流を動機に、

アニメ聖地巡礼を行う。

要するに、アニメファンは、

「人とのつながり」を動機に、

アニメ聖地巡礼を行うと主張している。ファン



オタクとは 8

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメに没頭するアニメ視聴者は、一般社会から軽蔑され、

「社会的疎外感」を抱いている。

浅羽（1990）

オタクとは、多くの時間を家で一人で過ごしている人や、

遠回しで堅苦しい言葉を使って会話をするような

コミュニケーション能力の低い人のことである。

Kinsella（1998）

オタクとは、サブカルチャーと呼ばれるジャンルに

マニアックに没頭する人を指す蔑称である。

浅羽（1990）



既存研究からの考察 9

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ視聴者は、「人とのつながり」を動機にアニメ聖地巡礼を行う。

既存研究①

アニメ視聴者は、一般社会から軽蔑されている。

既存研究②

「人とのつながり」を動機にアニメ聖地巡礼を行うという

現象の背景には、一般社会から軽蔑されることによる

社会的疎外感を解消したいという動機があるのではないか？



真のオタクの存在 10

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメファンや現地人とさえ満足に交流できず、

「人とのつながり」を持つことができない人々もいる！

真のオタクは、

最もアニメ聖地巡礼を行いそうな存在だが、

既存研究では言及されていない。

真のオタク

しかし



真のオタクの存在 11

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

彼らのアニメ聖地巡礼動機は、

「人とのつながり」でないのは明らか！

では、彼らのアニメ聖地巡礼動機は

一体何なのだろうか？



12本論の目的

アニメ聖地巡礼動機の根底に、「社会的疎外感の解消」が

存在することを明らかにする。

「人とのつながり」を持つことができない種類の巡礼者の

アニメ聖地巡礼動機を明らかにする。

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに



既存研究
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ視聴者が抱える社会的疎外感

岡田（2008）

アニメ視聴者は、社会的疎外感を抱いている。

高田他（2020）

アニメ視聴者はアニメに没頭し、その結果、一般社会とのコミュニケーション

を苦手とするため、一般社会からネガティブなイメージを持たれている。

ファン オタク
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

社会的疎外感による影響

Maner et al.（2007）

人は、潜在的に所属欲求を持っているため、社会的疎外を経験すると、

新たなコミュニティとつながることで、所属欲求を満たそうとする。

アニメファンや現地人との
新たなつながり

ファン
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

社会的疎外感による影響

Williams（2009）

社会的疎外を経験した後に新たなコミュニティと関係を築けない場合、

ペットやテレビキャラクターなど、人間以外の存在とのつながりを通じて、

社会的疎外感を解消する。

出所：「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」

アニメファンや現地人との
新たなつながり

キャラクターとの
つながり

オタクファン
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

宗教の聖地巡礼研究

Thomas, et al.（2018）

宗教的聖地巡礼において、巡礼者は、同じ聖地を巡礼している

他の巡礼者とのつながりや、神との交信を期待して、聖地巡礼を行う。

他の巡礼者とのつながり
神との交信
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ聖地巡礼研究における問題点

アニメファンは、アニメファン同士での交流や、

現地人との交流を動機に、アニメ聖地巡礼を行う。

Ono et al.（2020）

①「人とのつながり」を求めるファンの行動原理である

「社会的疎外感の解消」に言及できていない。

②同じ行動原理に基づいて「キャラクターとのつながり」を求めるオタクの

存在に言及できていない。



仮説



20本論での巡礼者の3分類

アニメファンや現地人
からの疎外感

一般視聴者

あり

なし

なし

あり

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

オタク

巡礼者は、2種類の社会的疎外感に基づいて、3種類に分類できる。

一般社会
からの疎外感

仮説1
人とのつながり

仮説2
キャラクターとのつながり

ファン



仮説1
仮説1

「人とのつながり」に関して
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

「人とのつながり」への期待度と
アニメ聖地巡礼意図

一般視聴者
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に低い。

オタク
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に高い。

ファン
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に中程度。

一般社会において「人とのつながり」を十分に持っており、疎外感を抱く度合いが
低い。そのため、アニメ聖地巡礼の最中に「人とのつながり」を求めていない。
したがって、アニメ聖地における「人とのつながり」が期待できたとしても、
アニメ聖地巡礼意図は低いままである。

一般社会から軽蔑されることによる疎外感を解消するために、アニメ聖地巡礼の最中に
「人とのつながり」を求める。したがって、アニメ聖地における
「人とのつながり」への期待が高いほど、アニメ聖地巡礼意図も高くなる。

一般社会から軽蔑されることによる疎外感を解消したいが、アニメファンと現地人との間に
おいても、人とつながることができないため、アニメ聖地巡礼の最中に「人とのつながり」
は求めていない。したがって、アニメ聖地における「人とのつながり」が期待できたとして
も、アニメ聖地巡礼意図は高まることはない。
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

仮説1

ファンは、アニメ聖地における「人とのつながり」への期待度が

高い（低い）ほど、アニメ聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、オタクおよび一般視聴者は、その傾向が低い。

アニメ聖地巡礼意図

「人とのつながり」への期待度

ファン

オタク

一般視聴者

仮説１



仮説1
仮説2

「キャラクターとのつながり」に関して



オタク
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に高い。

25

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

「キャラクターとのつながり」への
期待度とアニメ聖地巡礼意図

一般視聴者
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に低い。

ファン
アニメ聖地巡礼意図は、3分類の中で相対的に中程度。

一般社会において、「人とのつながり」を十分に持っており、疎外感を抱く度合いが
低い。そのため、アニメ聖地巡礼の最中に「キャラクターとのつながり」を求めてい
ない。したがって、アニメ聖地における「キャラクターとのつながり」が
期待できたとしても、アニメ聖地巡礼意図が高まることはない。

一般社会から軽蔑されることによる疎外感をアニメ聖地における「人とのつながり」に
よって解消するため、アニメ聖地巡礼の最中に「キャラクターとのつながり」を
求めていない。したがって、アニメ聖地における「キャラクターとのつながり」が
期待できたとしても、アニメ聖地巡礼意図が高まることはない。

一般社会から軽蔑されることによる疎外感を解消したいが、アニメファンと現地人との間
においても、「人とのつながり」を持つことができないため、アニメ聖地巡礼の最中に
「キャラクターとのつながり」を求めている。したがって、アニメ聖地における
「キャラクターとのつながり」への期待が高いほど、アニメ聖地巡礼意図が高い。



オタクは、聖地における「キャラクターとのつながり」への期待度が高い

（低い）ほど、聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、ファンおよび一般視聴者は、その傾向が低い。

26

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

仮説2

アニメ聖地巡礼意図

「キャラクターとのつながり」への期待度

オタク

ファン

一般視聴者

仮説２



調査 マルチレベル分析
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

マルチレベル分析

概要

データをグループに分け、それぞれに
縦軸と横軸の関係があるかを考え、回帰モデルを推定。

アニメ聖地巡礼意図

人とのつながりへの期待度

無相関に見える グループ毎の相関が
見える。

アニメ聖地巡礼意図

人とのつながりへの期待度

オタク

ファン

一般視聴者
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

ランダム切片ランダム係数モデル

概要

本論で使用するランダム切片ランダム係数モデルでは
係数が違い、切片も違う。

①係数が同じで、切片が違う。
（ランダム切片モデル）

②係数が違って、切片が同じ。
（ランダム係数モデル）
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

調査

場所：秋葉原

対象：アニメ聖地巡礼者

（オタク、ファン、一般視聴者）

目的：仮説の検証

手段：質問票調査

分析手法：マルチレベル分析

（ランダム切片ランダム係数モデリング）

調査方法



おわりに
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

学術的含意①

既存研究

既存研究では、巡礼者が抱いている

「社会的疎外感」について考慮されていなかった。

「社会的疎外感の解消」が巡礼者の

アニメ聖地巡礼動機の背景にあることを示す。

本論
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

学術的含意②

アニメ聖地での「キャラクターとのつながり」によって

疎外感を解消するという新たなアニメ聖地巡礼動機を見出す。

本論

既存研究

既存研究では、聖地における

巡礼者の「キャラクターとのつながり」に

注目されていなかった。
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに
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ご清聴、ありがとうございました！



【付録】質問項目
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼者を３分類するための質問群

社会的疎外感

一般社会において、交友関係に欠けている。

一般社会において、省かれている。

一般社会において、孤立している。

一般社会において、独りぼっちだ。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、交友関係に欠けている。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、省かれている。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、孤立している。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、独りぼっちだ。

検討中
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

仮説1の質問群

人とのつながり

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、アニメ理解者に会えると思う。

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、アニメ理解者と気持ちを通じ合わせることができると思う。

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、アニメ理解者との時間を楽しむことができると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会うことは、とても嬉しいことだと思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会うことは、とても心地よいことだと思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会うと、友達といるような感覚になる。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会うと、何でも話せるような気がする。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会えば、嫌なことを忘れられると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会うことは、友達と遊ぶような感覚である。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会っているときのあなたは輝いていると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、アニメ理解者と会っているときのあなたが本当の自分だと思う。

（アニメ理解者とは、アニメファンや聖地の現地人のことをさす。）

検討中
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

仮説2の質問

キャラクターとのつながり

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、好きなアニメキャラがそこにいるように思う。

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、好きなアニメキャラと気持ちを通じ合わせることができると思う。

あなたが好きなアニメの聖地に行けば、好きなアニメキャラとの時間を楽しむことができると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会うことは、とても嬉しいことだと思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会うことは、とても心地よいことだと思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会うと、友達といるような感覚になる。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会うと、何でも話せるような気がする。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会えば、嫌なことを忘れられると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会うことは、友達と遊ぶような感覚である。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会っているときのあなたは輝いていると思う。

あなたが好きなアニメの聖地で、好きなアニメキャラと会っているときのあなたが本当の自分だと思う。

検討中


